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1 はじめに 

途上国が抱える、失業、技術や所得の低さ、粗末な住宅、犯罪率の高さ、健康状態の悪さといった課題は

社会的排除（Social Exclusion）として、社会経済の主たる病巣の一つといえる。 

これに対処するために、社会的包容力（Social inclusion）に関する研究や政策が、包括的社会（inclusive 

society）を作ろうとする多くの研究者や政策立案者の間で注目を集めている。社会的包容力は、教育、雇用、

公共サービスや社会的なレクレーション活動を含めた市民活動に人々を参加させるプロセスであり[3]、途上

国が抱える課題を途上国に住む人々が自らの手で解決するエンジンともいえる。 

この包括的社会を広げていくには、若い世代も包括的になる必要性がある。そのため、近年途上国に取り

入れられている教育の無償化は、単に将来のための若い世代の育成としてだけではなく、包括的社会

（inclusive society）を実現しようとする動きの一つでもある。 

また、Siatras と Komuras はすべての科学的リテラシーは、民主主義と人間社会に向かうことを妨げる社

会的障害を打倒できるものとしている[5]。 

実際に、社会課題を解決するためのミレニアム開発目標で掲げられている「初等教育の完全普及」を目指

して、多くの途上国は、国策として初等教育の無償化に取り組んでいる[3]。そして、この取り組みは初等教

育の拡大に非常に貢献している。 

しかしながら、多くの場合、利用可能な教育資源を上回る入学者の数が、不十分な教育環境に繋がってい

る。たとえば、Kenya では、教育無償化が取り入れられたことで、生徒数に対して教師や教科書が不足して

おり、それに不満を持つ教育者も多い[7]。 

2 先行研究／先行事例のレビュー 

途上国が直面している教育課題の解決、すなわち教育環境の改善を目的として、デジタル教科書の子供へ

の提供や子供への PCの提供といった、情報通信技術（Information and Communication Technology :ICT）

を使ったさまざまな取り組みが始まっている。 

たとえば、サンフランシスコを拠点として活動している NGO のひとつである WorldReaderは、世界の貧し

い子供たちに巨大なデジタル図書館を提供する取り込みを進めている。彼らは、本を提供することで、2 つ

の使命を実現しようとしている。ひとつは安価で容易にアクセスできる英語と現地語で書かれた書籍を生徒

たちに提供することである。もうひとつは、アフリカの印刷業者にデジタル出版を支援することにより、ア

フリカの物語を世界中の読者に届け、これにより新たな市場を開拓することである[9]。この実現に向けて

WorldReaderは 2010年に Ghanaと Kenyaでパイロットプロジェクトを行っている。このパイロットプロジェ

クトでは、参加者が書籍を流暢に読めるようになったという効果が示された。しかしながら、読解力は、改

善されなかったと報告されている[10]。これは、デジタル書籍の提供は、WoerldReaderの二つの目的（安価

で制約の無い書籍の提供と新たな市場の開拓）に対しては一定の効果が見込まれるが、教育環境の改善効果

としては不十分といえる。 

もうひとつの流れとして、単純に PC を子供たちに提供するという取り組みがある。たとえば、1999 年に

Sugata Mitora が NIIT で行った Hall in The Wall と呼ばれる実験から発展した低侵襲的アプローチ

（Minimally Invasive Education : MIE）はそのひとつである。このアプローチは、学習（行為）と学び（習

得）には多くの方法があるという主張に根ざしており、学びとは行う行為であり、行われる行為ではないと

している。そして、教育の介在なしに学ぶ多くの方法があること、言い換えると、教師の介在無しに学ぶこ

とができる多くの方法があることを示している[11]。このアプローチは、異なった学習能力を持つ生徒が自

分のペースで学習するというシステムの重要性を明らかにした。しかしながら、学びは自発的なプロセスだ

けで実現できるものではない。必要な教育要件が達成できるように必要な教材や手法を学習者に提供するた
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めの監督者すなわち教師が必要である。 

本研究に先立ち、2011 年に Kenya にて実施された予備的調査によれば、教育者たちは、学習ツールとして

情報通信技術を活用することで子供の理解力が向上するであろうと確信していることが示されている。特に

農村部のように生徒数が多く、教師が不足している地域において、コンピュータのような機械をつかって教

材を提供できれば、最小限の教師数で授業を行うことができ、教育課題の解決に繋がる可能性は高い[7]。す

でに、都市部の私立学校では、ディスプレイやビデオプロジェクターとホワイトボードを組み合わせるなど、

情報通信技術を活用した授業が行われており、情報通信技術の利用に関して、都市部と農村部の格差が広が

っている。 

 もちろん、遠隔地や政府の実行機関では、たとえば電子端末といった機器を取得するように努力している。

しかしながら、このアプローチは主に寄付金により賄われており、情報通信技術を活用した教育を持続的に

提供することは困難といえる[4]。情報通信技術を学校のカリキュラムに組み込むという明確な政策や、情報

通信技術を授業に組み込む影響分析無しには、情報通信技術を活用した教育を普及させることは難しいであ

ろう。 

そこで田平＆Otieno（2014）は、教育資源が限られている地域において情報通信技術を導入する最善の方法

を明らかにするために、ケニアの農村部の学校において DVD 教材の導入実験を試みた［12］[13]。この実験

により、情報通信技術の活用は、必ずしも教師の負荷軽減をもたらさないことが明らかとなった。一方で、

DVD 教材は、生徒の授業に対する関心を向上させ、それが教師のやる気の向上を促し、結果として教育方法

が変化することが観察されている。この変化により、生徒の理解が深まるとともに、教師の満足度も向上し

ている。そこで、「現地の教師による DVD教材開発と利用」は教育資源が限られている地域における情報通信

技術導入の有効な手法の一つといえよう。 

しかしながら、特定の学校単独で全授業に使用する教材を開発することは困難である。さらに、田平＆Otieno

（2014）の実験では、DVDを使った授業と成績の定量的な分析はなされておらず、効果がはっきりしない。 

そこで、本研究では、途上国において持続的に情報通信技術を活用した教育を実施していくために、田平

＆Otieno（2014）を発展させて、 

１）複数の教師の協働による DVD教材の開発 

２）DVDを使った授業の教育成果の定量的分析 

を実施した。 

3研究の枠組み 

3-1 研究方法 

本研究では、コミュニティや教育現場の課題探索とその解決に有効な手法とされている「アクションリサ

ーチ法」を採用した。[14] 

一般に、アクションリサーチでは、研究者はコーディネータであり、観察者である。被験者が主体となっ

て実験を進める。本研究では、実験の立案と計画を研究者が作成し、それを教師が実施するという形を取っ

た。 

複数の教師が協働して DVD教材を作るためには、教師のコーディネートと現地でのマネジメントが必要と

なる。そこで、本研究では、現地のコーディネータにプロジェクトマネジメントを任せ、研究者は観察者と

して参加した。 

 

3-2 実験概要 

本研究の目的は、いかにすれば ICTを活用した教育が継続的に実施できるかを明らかにすることにある。

そこで、本研究では、2014 年 4 月から 2015 年 3 月にかけて、都市部と農村部の両方の小学校を実験の対象

に以下の実験を行った。 

STEP1：DVD教材の開発 

本フェーズでは、複数の小学校の教師の協働により DVD 教材の開発を目指す。 

ICTを活用した教育が継続的に実施するうえで、「協働意欲」は重要な要因である。なぜならば、本研

究が目指しているのは、現地における自主自律的な継続的活動であり、多くの DVD 教材を開発していく

上で、協働が必要となる。そこで、活動に参加する教師の協働意欲について、アンケート、行動観察、

インタビューにより明らかにしていく。 

なお、協働意欲については、インハウス誘引と持ち帰り誘引の枠組みを使って分析を行う[15]。イン
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ハウス誘引は共通の利益に対する貢献行動であり、持ち帰り誘引は個人の利益に基づく行動である。参

加者の持ち帰り誘引が強ければ、参加者に対する金銭的供与など個人に対する利益供与が活動を継続す

る上で重要といえよう。一方のインハウス誘引が強ければ、協働による共有益を訴求することが重要と

なってくる。 

また、DVD 教材を開発する際の、協働活動については、教師間の情報流通のためのネットワーク構造

と行動観察より分析を行う。本研究では、教師の自主自律的行動による組織化を目指しており、分析結

果をもとに情報通信技術を活用した教育を継続させるために必要とされるリーダーシップとマネジメン

トについて考察していく。 

STEP2：DVD教材の利用 

本フェーズでは、実際に DVD 教材を各学校で使用し、発生した問題点と利用方法から、情報通信技術

を活用した教育の実施における課題と対策案について考察していく。 

STEP3：小テストによる ICT 活用教育の効果測定 

本フェーズでは、DVD を活用したクラスとそうでないクラス、都市部の学校と農村部の学校で小テス

トを行い、その結果を比較する。情報通信技術を活用した教育が効果的であれば、DVD を活用したクラ

スのほうが成績は良いはずである。また都市部は農村部よりも教育レベルが高いと考えられており、同

じ公立校であれば、都市部のほうが農村部よりも成績が良くなると想定される。 

STEP4：教師に対するグループインタビュー 

ICT を活用した教育を継続させるうえでの問題点を抽出するために、グループインタビューを実施す

る。 

 

3-2 実験に使用した機材 

表１、表２に今回の実験で使用した機材を示す。教材開発においては、２教材を並行して開発できるよう

に機材を準備した。教材利用においては、各学校で DVD を操作し、かつ授業の様子をカムコーダとデジタル

スチルカメラで記録した。 

 

   ［表１：DVD 教材開発に使用した実験機材一覧］ 

機材 数 

ノートパソコン 1 

デスクトップパソコン １ 

DVDドライブ 1 

ビデオプロジェクター 1 

カムコーダ ３ 

デジタルスチルカメラ ３ 

インバーター 1 

 

  ［表２：各学校で DVD教材を使用した授業を実施するために配布した機材一覧］ 

機材 数 

ノートパソコンもしくはデスクトップパソコン 各 1 

ハードディスク 各１ 

DVDドライブ 各 1 

ビデオプロジェクター 各 1 

カムコーダ 各１ 

デジタルスチルカメラ 各１ 

 

4実験結果 

4-1 リクルーティング 

DVD 教材の開発には多数の工数が発生する。そこで、JICA（国際協力機構）の海外青年協力隊員が派遣さ

れているケニアの小学校（３校：ワムム更生学校（ワムム），ギクーリ初等学校（ルニェンジェス），カンジ

ャ初等学校（ルニェンジェス））およびナイロビ市内の公立校（バガティロード初等学校，シャデラック・キ
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マレル初等学校）、2013 年度に DVD 教材の実施実験を行ったケニアの農村部の小学校（ンデレミックス初等

学校（ンデレ））の計６校に対して協力を呼び掛けた。 

その結果、バガティロード初等学校（ナイロビ）から３名，シャデラック・キマレル初等学校から３名，

ンデレミックス初等学校（ンデレ）から２名、2013年の実験においてパートナー校を務めたピースジュニア

初等学校（ナイロビ）から２名の合計 10名の教師が教材開発に協力してくれることとなった。 

教材開発の参加者の経歴を表３に示す。 

表３ビデオ（DVD)教材開発参加者

No Name (Teacher) 教師歴 担当教科 所属校
ICT授業経験

（昨年の参加者）

1 Paul ONyango 14 Math ピースジュニア
初等学校

○
2 Joseph KA’nyaole 8 English

3 Michale Oduor Wahomya 5 Math ンデレミックス
初等学校

○
4 James Were Gumo 23 Science

5 Joyce Mwangi 7 Math

バガティロード
初等学校

6 Josephine M Okumu 18 Science

7 Christine Akello 10 English
Science

8 Margaret Waithira Mbogo 7 Math シャデラック
キマレル
初等学校

9 Rose Nyaboke Nyamwamis 4 Science

10 Cecilia Chepkwony 30 English

 
海外青年協力隊員が参加できなかったのは、活動内容が派遣校の意向によってきめられているためであり、

派遣校は DVD を使った授業に対して興味は持ってはいたが、今回は参加に至らなかった。一方で、ナイロビ

からバスで 8時間ほどの距離にあるンデレミックス初等学校からは 2 名の教師が参加した。 

ケニアの教師は学校が休みの時には、塾の講師を務めることで 2週間で 25,000から 40,000ケニアシリン

グ（約 3 万円～5 万円）の収入を得ている。対して、今回は謝礼として 10,000 ケニアシリング（約 12,500

円）を支払った。 

教材開発に協力してくれた教師の参加動機に関するアンケート結果を表４に示す。 

表４参加者の動機

持ち帰り誘因
（私益）

インハウス誘因
（公益）

1.Paul，2.Joseph，3.Mickael，4.James，5.Joyce
6.Josephine，7.Christine，8.Margaret，9.Rose

① ② ③ ④⑤⑥
⑦⑧⑨

Gain Knowledge
Acquire new skills
Netwoking
To boost self esteem
socialize
to prepare for the lesson
improve methods of teaching
To build capacity on ICT integration
to Build on my IT level
to make the learning be more interested
to improve now methods in education and 
learning
to better my knowledge
connect wide the outside work

team working
bring equity in Kenya
Upgrade education in Kenya
to improve on concept and content to impact to 
learners
to develop and increase the use of ICT on Kenyan 
child
to develop holistic child 
to improve education in Kenya

 

4-2 教材開発 

8 月 11日からピースジュニア初等学校にて、教師よる模擬授業とその撮影を行った。計画段階では、前年

度との比較の意味から、算数と理科の二教科にしぼっていたが、現地教師の要望もあり英語を追加した。な

お、機材の使用方法を習得してもらうために、ビデオ撮影は、教師にやってもらった。 

撮影したビデオの編集および DVDへの焼きこみはピースジュニア初等学校のスタッフが行なった。 

開発期間は当初 2週間（8月 11 日～8月 22日）を予定していたが、現地側の都合により、1週間（8月 11
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日～15 日）に期間を短縮した。そこで、8 月 30 日～8 月 31 日に確認作業を行い、不適と判断した映像につ

いては、再撮影を行った。 

期間短縮に至ったのは、全体の開発マネジメントを行う予定であったピースジュニア初等学校の校長が 8

月 11 日～8 月 22 日不在となり、代わりにコーディネータを務めた Joseph KA’nyaole氏（教師）が、8 月 16

日からのセミナー受講で不在となったためである。そのため、学習効果を狙って、各教材毎にビデオ撮影～

教師による確認を行うというルーチンを計画していたが、すべての教材を撮影したのち、集中的に確認する

というやり方に変更した。 

その結果、1 か月間の授業に使用する DVD 教材（n=59）が開発できた。 

計画と実施の差異を表５に、開発した教材一覧を表６、表７、表８に示す。 

［表５ DVD教材開発 計画と実施の差異］ 

項目 計画時 実施時 

期間 2014年 8月 11日～8月 22日 

（10日間） 

2014年 8月 11日～15 日，8 月 30日～31日 

（のべ 7 日間） 

プロセス 模擬授業／撮影～結果確認を教材毎に繰

り返す 

一括して模擬授業／撮影を実施する。 

ピースジュニア初等学校にて DVD を確認し、

合否判定を行った後、不適と判断された DVD

は再撮影を行う 

マネジメント ピースジュニア初等学校校長がリーダー

となって教材を開発する 

進行役（コーディネーター）をピースジュニ

ア初等学校の教師が担当 

 

No Topics Type 担当者

1 volume 3

Joyce2 volume convert 3

3 Capacity Decilitre 2

4 Decilitres to litres 3

Paul
5 bill 3

6 profit 3

7 loss 3

8 Bisecting line 2
Michael

9 Constructing a perpendicular line 2

10 constructing parallel line 2 Joyce

No Topics Type 担当者

11 vertically opposite angle 2 Margaret

12 Supplementary Angles 2
Michael

13 complementary angle 2

14 Bisecting Angle 2

Margaret15 constructing a angle 90 2

16 constructing a angle 60 2

17 constructing a angle 120 2 Paul

18 constructing a angle 30 2
Margaret19 constructing a angle 45 & 

75
2

20 constructing a triangle 2 Paul

21 constructing a rectangle 2 Michael

Type 1：伝統的手法（チョーク＆トーク），Type 2：昨年の手法を踏襲，Type 3：新たな取組みが組み込まれている

表６作成した教材（算数）
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表７作成した教材（理科）

No Topics Type 担当者

1 Food and Nutrition 1

Rose

2 traditional method of food 
preservation

1

3 Smoking 1

4 drying 1

5 modern method of preserving 
food

1

6 Canning and drying 1

7 Use of chemicals and proper 
storage

1

8 air 1

Josephine9 Oxygen for breathing 1

10 Oxygen for burning 1

No Topics Type 担当者

11 Carbon dioxide 1
Josephine

12 use of air, use of nitrogen 1

13 Light 2

James

14 How light travels 2

15 Reflection of light 2

16 Refraction 2

17 Formation of rainbow 2

18 Force-introduction 2

19 magnetic force 2

20 force of gravity 2

Type 1：伝統的手法（チョーク＆トーク），Type 2：昨年の手法を踏襲，Type 3：新たな取組みが組み込まれている

 

表８作成した教材（英語）

No Topics Type 担当者

1 Nouns 1 Cecilia

2 Speech 3 Christine

3 Articles 1 Joseph

4 Pronouns 1 Cecilia

5 Present Simple Tense 1
Joseph

6 Present Continuous Tense 1

7 Adjectives 3 Christine

8 Conjunctions 1 Cecilia

9 Prepositions 3 Christine

No Topics Type 担当者

10 Present Perfect Tense 1 Joseph

11 Interjections 3 Christine

12 Present Perfect 
Continuous Tense

1 Joseph

13 Phrasal Verbs 3 Christine

14 Verbs 1 Cecilia

15 Direct and Indirect 
Speech

3 Christine

16 Future Simple Tense 1
Joseph

17 Future Continuous Tense 1

18 Question Tags 3 Christine

Type 1：伝統的手法（チョーク＆トーク），Type 2：昨年の手法を踏襲，Type 3：新たな取組みが組み込まれている

 

 

4-3 授業運営と実施における問題点 

作成した DVDは３つの初等学校（バガティロード初等学校（公立校，ナイロビ），シャデラック・キマレル

初等学校（公立校，ナイロビ），ンデレミックス初等学校（公立校，ンデレ））において実際の授業で使用し

た。いずれも、今回 DVD教材開発に集まった教師が所属する学校である。 

ピースジュニア初等学校（私立校，ナイロビ）は授業進行が公立校と異なっており、9 月時点で一年分の

授業が終わっており 注）、今回開発した DVD は実際の授業では使用していない。しかしながら、12 月の国家

試験を受験する 8年生の復習用としても DVD教材を使用している。 

同様に、ンデレミックス初等学校、バガティロード初等学校の２校も 12 月の国家試験を受験する 8年生の

復習用としても DVD教材を使用している。 

  ３つの公立校での DVDを活用した授業は、当初 9 月 8 日～10 月 3日で計画していたが、停電や学校行事の

影響があり、本来 9 月末で終わるはずの授業が翌年（2015年）1月までかかった。カリキュラム的には、本

来 12 月で終了するはずの授業が翌年に持ち越されている。 

  教師は、DVD を使用した授業の準備、運営と授業の模様のビデオ撮影を自身の手で行なった。授業進行に

おいて発生した問題として、１）停電による中断／授業日程変更、２）授業撮影用のカムコーダ／デジタル

カメラの操作不調が報告されている。一方で、PCを使った DVD の操作については、問題の発生は報告されて

いない。 

授業の進行（運営）は教師に一任していたが、バガティロード初等学校とシャデラック・キマレル初等学

校では、異なった進行がなされていた。バガティロード初等学校では、授業内容説明の後、DVD を使って補
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足的に説明を行っていたのに対して、シャデラック・キマレル初等学校では、DVD を教師の代用として使用

していた。 

通常授業に DVDを使用した３校（ンデレミックス初等学校、バガティロード初等学校、シャデラック・キ

マレル初等学校）は、いずれも運営時に問題が発生した場合は、学内の教師もしくはピースジュニア初等学

校のスタッフに連絡をとっている。しかしながら、相互の情報交換はなされていなかった。ちなみに、バガ

ティロード初等学校、シャデラック・キマレル初等学校、ピースジュニア初等学校は徒歩 10 分圏内に近接し

ている。 

  計画と実施の差異を表９、および学校毎の授業運営の違いについては表１０に、教師に対して行ったグル

ープインタビューの結果については、表１１に示す。 

 

注）ケニアは 1 月から 12月が授業年度となっている 

 

［表９ DVD教材利用 計画と実施の差異］ 

項目 計画時 実施時 

期間 2014年 9月 8日～10月 3日 

（1か月間） 

2014年 9月 8日～2015年 1 月末 

（5か月間）（3 校とも） 

 

［表１０ 授業運営の差異］ 

学校名 ICT利用経験の有無 授業運営 

ンデレミックス 

初等学校 

有（2013 年に DVD を活用した授業

を実施） 

DVDを補助教材として使用し、途中で止めるもしく

は、DVDを見終わった後で Q&A方式の授業を実施 

バガティロード 

初等学校 

有（個人で Skype を使った遠隔授

業を受講している教師がいる） 

DVDを流す前に授業のポイントを説明。DVDを流し

ている途中で止めて、Q&Aを実施 

シャデラック 

キマレル 

初等学校 

無し DVDを教師の代用として使用 

 

［表１１ グループインタビュー結果］ 

参加者（7名） 

ピースジュニア初等学校：Paul．Joseph 

バガティロード初等学校：Joyce，Josephine，Christine 

シャデラック・キマレル初等学校：Margaret，Rose 

質問 回答 

１ DVD を授業で使用するためにどの

程度の時間を準備にかけているか 

・10分程度 

・レッスンの最後に宿題を出して、最初にその確認を行ってい

る（バガティロード初等学校） 

・準備のために、15分早く学校に来るようになった。 

２ 授業実施時にどの様なトラブルが

発生したか 

・接続は教師が行っている。 

・授業撮影用のカムコーダが無ければ設定は簡単であり、カム

コーダのトラブルが多い。生徒が触って設定が変わってしま

ったときに対処ができない。機器の表示が日本語なので、ト

ラブルが発生すると教師では対処できない。 

・停電は多数発生した 

・理解の早い子と遅い子が出てくるので、どう対処するか悩ん

だ 

３ DVD授業の実施場所はどこか？ ・機器の設定が面倒なので、特別の教室を使用した。そのため、

移動が必要となった。移動が必要。子供たちは、最初は移動

に時間がかかったが、授業を続けるうちに、移動が速くなっ

た。時間を無駄にしないようにしようとしていた。 

・実施した教室が良くなく、生徒が集中できていなかった（シ

ャデラック・キマレル初等学校） 

４ 停電時に DVD を使わない授業に切 ・子供は、DVD を使った授業を行うことを期待しているので、
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り替えないのはなぜか？ 切り替えようとしてもできない。 

５ DVD 教材に対してどのような要望

があるか？ 

・DVD 教材開発に子供（生徒）を参加させたい。教材の中にイ

ンタラクションを加えることができる。 

６ 今後、DVDの教材開発や利用を行い

たいか？ 

・コンテンツ開発に参加したい。DVD を使った授業は、先生お

よび子供に有効。 

７ DVDを使わず、自分自身でパワーポ

イント等を使った授業をやっては

どうか？ 

・自分自身を撮影したものであっても、DVD を使ったほうが良

い。教師が自分で説明すると、子供は今まで授業と同じもの

と感じるため、効果が得られない。 

８ 伝統的教育法（チョークアンドトー

ク）と今回の方法（Projector＋DVD）

で子供の反応が違うのはなぜか？ 

・ケニアの子供は PC や TV を見たことがない。身近にないもの

を新鮮に感じているのであろう。 

９ DVD教材のレベルについて ・今回作成した、低レベルのビデオ教材でもよい。今後学びな

がらステップアップしていけばよい。 

 

 

4-4 ICT活用授業の効果確認 

 DVDを使用した全授業が終了した後、３つの初等学校（バガティロード初等学校（Mbagathi）），シャデラッ

ク・キマレル初等学校（Shaderak），ンデレミックス初等学校（Ndere））にて、理科と算数の小テストを実施

した。ンデレミックス初等学校の 6 年生は１クラスである。バガティロードとシャデラック・キマレルでは、

DVD を使った授業を 1 クラスに対して行い、小テストについては、DVD を授業で使用したクラス（teaching 

method：D）と今までの伝統的授業方法（Teaching Method：A）に対して小テストを実施している。結果を表

１２に示す。質問数については、採点する教師の解釈が含まれており、学校間で差があった。そこで、正解

数を質問数で割って、正規化した。 

［表１２ 小テスト結果］ 

Ndere
Class6 6A1 6A2 6A3 6R 6G 6B

D A A D D A D
22

Max No. of correct answers 7 13 17 18 21 20 19
% 32% 65% 85% 90% 95% 91% 86%

Min No. of correct answers 0 0 2 1 0 3 1
% 0% 0% 10% 5% 0% 14% 5%

Avr No. of correct answers 2.4 5.7 9.3 9.4 6.5 10.5 7.6
% 11% 29% 46% 47% 29% 48% 35%

STD No. of correct answers 2.1 3.0 3.5 4.0 4.2 4.1 3.7
% 9% 15% 18% 20% 19% 19% 17%

D D A A A D D
33

Max No. of correct answers 29 30 27 26 24 29 25
% 88% 91% 82% 79% 73% 88% 76%

Min No. of correct answers 7 1 5 3 0 2 0
% 21% 0% 15% 9% 0% 6% 0%

Avr No. of correct answers 21.1 20.4 16.5 18.4 13.9 17.1 18.4
% 64% 60% 50% 56% 39% 52% 56%

STD No. of correct answers 5.2 5.7 4.8 4.8 6.1 6.7 5.4
% 16% 19% 15% 15% 21% 20% 16%

Sci

total of questions
teaching method

teaching method

school name
Class

Mbagathi Shaderak

total of questions

20 22

33 33

Math

 

 

  ンデレミックス初等学校とピースジュニア初等学校では 8 年生の復習用としても DVD を使用している。ン

デレミックス初等学校は前年に対して、大幅に成績が向上しているとの報告を受けている。ピースジュニア

初等学校では、平均点が 377.67 点（500 点満点）で前年よりも 20 点向上しており、かつ 399 点以上の生徒

が 8名いた。 
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4-5 持続的活動にむけた啓蒙活動とその結果 

DVD 教材開発に使用した機材および DVD を使用した授業運営に使用した機材は DVD 授業完了後の現地に残

し、その後の利用について観察を行った。 

インタビューでは、4 校から継続して実施したいとのコメントが得られた。しかしながら、具体的な教材

開発／利用に関する計画は提出されてこなかった。 

計画が提出されてこない理由は、「教師は実務に手一杯のため、計画を検討する時間が取れない」というも

のであった。 

5 分析と考察 

5.1．DVD 教材開発に関わる協働意欲 

DVD教材開発に参加した 10名の教師は、今回の期間に副収入よりも、DVD 教材開発を選択している。

これは、経済的便益以外の誘因が存在したといえる。表４のアンケート結果では、ピースジュニア初等

学校の 1名の教師以外は、私益である持ち帰り誘因のほうが強い。その中身を見ていくと、自らのスキ

ルアップや新たな人的ネットワークの構築といった、長期的な経済性を重視していることが読み取れる。 

 

5.2．DVD 教材開発や利用における協働行動 

DVD 教材開発においては、他者の取り組みを観察して、それを自身の模擬授業に活かすといった取り

組みは見受けられなかった。また、DVD を活用した授業の結果を学校内や今回参加した教師どうしで議

論するような活動も見受けられなかった。加えて、DVD を使った授業で問題が発生した場合は、学内も

しくは、今回 DVD教材の開発を主宰したピースジュニア初等学校のスタッフに支援を求めてはいたが、

他学校との連携は見られなかった。 

短期的に見れば、DVD教材の開発において形成されたネットワークは弱い紐帯であるといえよう。 

 

5.3．DVD 教材の開発や利用の運営 

DVD 教材の開発、利用ともに設定したスケジュールを守れていない。またスケジュールを遵守しよう

という取り組みもみられなかった。 

教材開発においては、計画策定において参加者の予定を計画に組み込む、プロセスを検討するといっ

た取り組みはなく、その場での対応となっている。 

また、授業運営においては、生徒の移動時間や、行事と授業の時間調整等が考慮されていない。その

ため、1年間の授業が期間内に終わらないという現象が発生している。 

 

5.4．ICT 教育の効果 

表１３の小テスト結果の平均点からは、理科（Science）については、DVDを使った授業を受けたクラ

スのほうが高得点を得ているといえよう。バガティロード初等学校、シャデラック・キマレル初等学校

いずれも、DVDを使った授業を受けたクラスの平均点のほうがそうでないクラスよりも高い。 

一方で、算数（math）については、バガティロード初等学校、シャデラック・キマレル初等学校で結

果が異なる。バガティロード初等学校では、DVD を使った授業を受けたクラスのほうが平均点が高く、

シャデラック・キマレル初等学校では伝統的な授業方法のクラスのほうが平均点が高い。 

この点について、シャデラック・キマレル初等学校の教師からは、「実施した教室が良くなく、生徒が

集中できていなかった」というコメントがあった。また、停電で授業の組み換えを行っており、夕方ま

で連続して授業を行うといったこともあり、生徒の集中力が落ちていたという報告もあった。 

以上からいえることは、DVD を使うことそのものが生徒の理解に繋がるのではなく、DVDは生徒の集中

力を維持させるツールとしてとらえたほうがよさそうである。 

次に、ンデレミックス初等学校の結果を見てみると、理科については、ナイロビ市内の２校よりも高

い平均点を出している。これは、都市と農村部の教育環境の差が DVDを使うことで埋まる可能性を示し

ている。 

そして、DVD 教材は、今回の実験で使用した「模擬授業を撮影したもの」でも十分であり、コンテン

ツの優劣ではなく、子供が興味を持つかどうかが教材作成において重要である。 

 

5.5．ICT 教育の持続可能性 
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今回は、パートナー校を起点として、DVD 教材の開発を実施した。全体計画は研究者が立て、それを

現地の学校で運営するという形態をとった。しかしながら、教師にはプロジェクトマネジメントのスキ

ルがなく、かつ活動する時間がとれないため、初等学校の教師が自律的に計画を策定して運営していく

ことは無理であることが示された。 

6 議論 

  本節では、情報通信技術を活用した教育を普及させるための問題点について議論する。 

  今回の実験により、以下の点が明らかとなった。 

１）教師は短期的な収入よりも、自らのスキルアップや新たな人的ネットワークの構築といった、長期

的な経済性を重視している 

２）共同で DVD 教材を開発するという体験の共有だけでは、教師による自律的組織化は実現されない 

３）教師は授業そのものの運営はできるが、プロジェクトの企画立案や長期的視野にたったスケジュー

ル管理といったプロジェクトマネジメントのスキルを有していない 

４）DVD を使うことは直接的に教育成果に繋がるのではなく、生徒の集中力を維持させるツールであり、

生徒が授業に興味をもち集中して授業を受けることにより、教育成果が得られる。そして、DVDを

使うことで、農村と都市部の教育格差を埋める可能性が見出せた。 

５）作成する DVD教材は、今回の実験で使用した「模擬授業を撮影したもの」でも十分であり、コンテ

ンツの優劣ではなく、子供が興味を持つかどうかが教材作成において重要である。 

６）DVD 教材の開発や利用を継続的に行うためには、教師が自律的にプロジェクトを企画運営すること

は困難であり、独立した主体が必要。 

本研究では、情報通信技術を活用した教育手法のうち、通信環境に依存せず、かつ教材開発が簡単な模

擬授業を DVD 化して提供するという手法を採用した。小テストの結果で、本手法であっても、教育成果が

得られることは立証できた。 

教師に模擬授業を行ってもらい、それを DVD化することは困難な作業ではない。しかしながら多数の教

材が必要であり、多くの工数が発生する。本研究では、この作業を教師の協働作業により実施した。 

教師は、教師は短期的な収入よりも、自らのスキルアップや新たな人的ネットワークの構築といった長

期的な経済性を重視しており、DVD 教材の開発および編集、利用といった内容は教師が協働する動機とな

りうる。今回は 10名の教師を集めて教材開発を行ったが、もっと多くの教師を集めて多くの教材を開発す

ることは可能であろう。 

しかしながら、教材開発において、他者の行動や取り組みを自らの行動に取り込むという意識は低いた

め、協働による創造性の発揮は期待できない。こういった場合、教材開発のマネジメントを行うコーディ

ネータには、協働を創造性につなげる「場のマネジメントスキル」が必要といえよう。 

また、協働による経験の共有は、人的ネットワークおける強い紐帯の形成につながるのであるが、今回

の実験では、弱い紐帯でとどまっており、協働後の情報流通が行われておらず、DVD の活用方法について

も創造性をはぐくむ環境下にない。これについても、「協働の場におけるマネジメント」の問題点といえる。 

DVD の利用については、伝統的な教育方法以上に環境の影響を受けるために、教師は長期的視野にたっ

たスケジュール管理が必要である。また、DVD は直接的に教育成果に繋がるのではなく、DVD を使うことで、

生徒が授業に興味をもち集中して授業を受けることにより、教育成果が得られる。 

以上を踏まえれば、DVD 教材の開発と利用に関しては、今までの機材提供や教材開発支援も必要ではあ

るが、現地で持続的に行っていくには、教師のプロジェクトマネジメントスキルを向上させるような支援

策が必要といえる。 

加えて、教師が自律的にプロジェクトを企画運営することは困難であるということを鑑みれば、NPO の

ような組織体に教材開発を担わせるようなスキームが必要である。特定の組織体が主体となって教材開発

を主催すれば、教師は自らの動機に基づき開発に参画してくれるものと考える。 

 

7 まとめ 

  本研究の最終目的は、途上国の教育課題の解決であり、その手段としてケニアにおいて情報通信技術を活

用した教育手法の社会実装実験を実施した。 
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本実験は、現地の教師の協働により DVD 教材を開発し、それを実際に使用するというものであり、4 校よ

り 10 名の教師が集まり、59 授業分の DVD教材を開発し、それを 3つの学校で実際に使用することができた。 

この実験を通して以下の点があきらかとなった。 

１）多数の DVD教材を開発するための、複数の教師の協働は可能であるが、それを支える運営者のプロ

ジェクトマネジメントスキルが重要である 

２）DVD 教材の開発という共同作業を通じて形成される人的ネットワークだけでは、新たな教育手法の

創造や問題発生時の支援には不十分である 

３）停電や機器トラブルへの対処を含めて、長期的な授業運営を可能とする教師のプロジェクトマネジ

メントスキルが必要である 

４）DVDを使った授業が直接的に教育成果につながるのではなく、DVD を使うことで向上する生徒の学習

意欲が、授業に対する集中力を高め、結果として教育成果につながる 

また、少なくとも、教師の模擬授業を撮影した DVD 教材でも十分な教育成果が得られることも立証できた。 

その上で、情報通信技術を活用した教育手法を途上国に普及させていくためには、単なる機器提供や教材

開発に対する支援だけでは不十分であり、教師のプロジェクトマネジメントスキルを高める支援策が必要と

いえよう。 
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